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学校関係者評価報告書 

 
学校法人穴吹学園 穴吹動物看護カレッジ学校関係者評価委員会は令和元年度学校自

己評価に基づく学校関係者評価を実施いたしましたので、報告いたします。 
令和３年１月３１日 

 
学校法人穴吹学園 
専門学校穴吹動物看護カレッジ 
学校関係者評価委員会 

 
１．学校関係者評価の目的 
より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて、

穴吹動物看護カレッジの自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 
委員会は、穴吹動物看護カレッジが行った教育活動及び学校運営の状況についての自

己評価の結果を踏まえた本校の評価を行い、その結果を好調に報告する。 
２．学校関係者評価委員会 
（委員） 
木村 昭代  南天堂薬局 薬剤師 
蓮井 良太  はすい動物病院 院長 
木村 紗也歌 はすい動物病院 動物看護師 
森川 崇   元香川県立高等学校校長 
冨家 勲   専門学校穴吹動物看護カレッジ保護者 
 
（学校教職員） 
市橋 栄治  専門学校穴吹動物看護カレッジ 校長 
荒岡 杉   専門学校穴吹動物看護カレッジ 顧問 
清水 泰   専門学校穴吹動物看護カレッジ 副校長 
采元 健二  専門学校穴吹動物看護カレッジ 教務部長 
 
３．学校関係者評価委員会実施日時 
開催日時 令和３年２月４日（木）１０：３０～１１：３０ 
開催場所 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹動物看護カレッジ ５階検査室 
 
４．自己評価結果の説明・報告（自己評価報告書参照） 
 当校の「教育理念」、「目的」及び「令和元年度の目標と計画」について説明。 



各自己評価項目について「評価結果（総括）」と「取組状況とその分析」、「今後の改善

方策等」について報告。書式は香川県版一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会

様式にて実施。 
各評価項目について、「A」十分である 「B」おおむね十分である 「C」やや不十

分である 「D」不十分である の４段階にて評価 
 
５．意見交換、質疑応答 
 
１）今年度の意見交換、質疑について  
 
●就職率について 

⇒今年度はコロナの影響でインターンシップが延期され、２ヵ月遅れの９月から始ま

ることになる。現在、数人の学生が就職活動中であり、今月中の内定を目指す。 

・香川県内の就職率について 

⇒しつけコースの就職先は県外になる。また、全国展開している企業が就職先に 

 なる現実がある。 

・学生本人が働きたいところなら県内に拘ることはないのではないか。 

 

●授業について 

 ・コロナ禍で授業はやりづらかったのでは 
⇒戸惑いはあったが、前年度からグループ校との遠隔授業をしておりノウハウが 
 あった。 ４月休校オンライン授業の準備（ソフト、機材、教材）、５月からオンラ

イン授業（講義科目）、６月からオンライン授業（講義科目）＋対面授業（実習科

目）、７月から通常授業を実施し、前期授業の終了が９月末となった。 
オンライン授業を実施して、動画停止・音声が途切れる等、学生のネット環境に影

響されることが多かった反面、社会人基礎的な授業で人に見られる恥ずかしさが無

くて良いという意見もあった。 
 行事・イベント（スポーツ大会、学園祭、各種実習）は中止となった。 
●カリキュラムついて 
⇒今年度より、健康管理学科しつけインストラクター専攻で「ドックケア学」を追加

し、犬の一生、ライフステージごとのアドバイスができる。 
⇒全学科共通科目の「社会人基礎講座」について穴吹グループ独自の共通教材によ

り、高松・徳島・広島・福山の各学校で来年度より統一された授業が開始される。 
 
●愛玩動物看護法について 
⇒令和４年５月１日に養成所の指定があり、コアカリキュラム１８００時間＋独自カ



リキュラム６００時間となる。今年度の１年生は第１回の国家試験を講習会受講後

に受験することになる。 
・卒業生の国家資格取得は 
⇒経過措置期間として５年間あり、令和９年４月３１日までに講習会を経て予備試験

を受験し、国家試験受験資格が得られる。 
⇒卒業生には注意喚起の手紙を送付済み。 
 
●その他 
・どんどん進化している。 
・コロナで大変だったと思う。国家資格になることで地方の人員確保が難しいので

は。学校の対応は大変だと思う。 
・実習生がインターンシップに来なかったので、動物看護師を目指す学生が減ったの

かと心配していた。今年度の入学生が増えていたので安心した。 
・休学者、退学者に対してフォローしていて安心した。 
 
 
本日は貴重なご意見を賜り誠にありがとうございました。これからも皆様のご期待に

添えますよう、教職員一同、日々努力して参りますのでよろしくお願い申し上げま

す。 
 

以上 


